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きました・酒を 手に入れ，食べ 物の上等なの ，白米 ') やら，食べ物の 上等なのや 
らたばこやらを 手に入れて，背負って 行ったのですが ，やっぱり人と 一緒に行 
ったものですから ，何者も来ず ，何者も炊事もしてくれず ，それでいっそう 私 
は腹 立たしく思っていましたが ，あ る日，戸口のすだれが 動きました・ 
見 ますと，女の 姿をしたものが 戸口でもじもじとたたずねでいて 2)1 
「旦那 様 ， さあ 私についていらして 下さいし 
と言いました ， 
見 ますと，若者たちには 彼女が見えている 様子はあ りません・見失ってしま 
っては大変だ 紛 と思、 いましたので ， 白米もたばこも 酒も ， 隠してあ るものを， 
手 あ たり次第に取っての ， 彼女が沢を上って 行きましたので ，彼女の後を 追っ 
て行きますと ，昼間は， そこに家も火もなかったところに ，火の明るみが 外か 
ら見え， きれいな小さい 家が美しく立っていました・ 
すぐに彼女は 家の中に入りましたが ，誰が私をよこして ，やって来たのでも 
あ るまいしと私は 思いました・ 
彼女のあ とから，背中にくっつくようにして 入りましたが ，そこには老夫婦 
がいました． 
背のとても小さい 老夫婦がいて ，私は入って 行きました・ 
老人は私に挨拶 し ，私たちはお 互いに挨拶 し 合って， それから，老人は 
「私共のふつつかな 娘が， 人間に恋をしたのも 知らないでいましたが ， あ 
なたのお酒， あ なたの上等な 食べ物が， それで私たちをまつって 下さったの 
で，突然窓から 家の中に入って 来ました・ 
私たちはオンカ ミ しましたけれど ， あ なたの姿を見て ，今年は，私たちが 
天に昇る午ですので ，言いのこしておきたくて ，あ なたをここへ 来させたの 
ですから，今年は ，私たちが天に 昇ったら，私の 娘を家と一緒に ， あ なたの 
家 ，あ なたの 幣 場の後ろに下ろしますから ，そうしたらあ なた方ふたり 仲良 
l)  pirke-p く 精白したもの》は ，穀物 ( 多くの場合 ヒエ ) を臼に入れて 鳴いて精白したも 
のをさすが，この 民話の録音を ，後日，同じ 二 風 谷の貝沢みさをさんに 聴いてもらいな 
がら質問したところ ， uymam な 交易》して持って 来た白米のことだという  
2)  apa or eun,eun は，戸口のすきまから 頭だけのぞかせ ，入るでもなく 入らないでも 
なくいる様子をいう． 
3)  oturaysanpe a kote を，貝沢みさをさんは「大変だ」と 解説した・ 
4)  auk pe atekehayta auk hine を，貝沢みさをさんは「取るものも 取りあ え々 」と 解 
諒 した   
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く 幸せに暮らすのですぞ」 
と 言いました・ 
私が喜んで，酒を 出して，背負って 来た上等な食べ 物， たぼこだとかを 出し 
ますと，老人はオンカさして ，その酒で私たちは 神様にお祈りし ，飲みながら 
いろいろ話し 合ったりして 楽しんでいますと ，その沼貝の 王様は両手を 広げて 
舞 う タ ブカラ という舞いをして ， 火の周りをめぐって 舞い， その年老いた 奥様 
は 後ろについてタ ブ カラを舞い，それから 私もタ ブカラ を舞いました 1). 
すると，若者たちが ，私のあ とから 悪 んでや って 来ていて，窓になっている 
ところで笑いました・ すると，私の 上に雷が落ちたようなものすごい 昔がしま 
した 2). 
私はどうなったのか ，死んだのだか ，眠ったのだか ， 夢 うつつになっていま 
した． 
気がついてなますと ， 草むらに家も 火もないところに ， 私は死んでいまし 
た Ⅰ  
それで，その 若者たちはびっくりしました・ ( 今度 ) 私をかついで ，私の狩 /J 、 
屋 に着きました  
それから，私はあ の若い女性が 恋しくて，泣いて は かりいました・ 
ものも食べずに 泣いてばかりいるものですから ， 1 頭の鹿， 1 頭の熊さえと 
れなくて，私たちは 狩 /N 、 屋から家に帰りました・ 
( 今度 ) その若者たちは 担架を作って ， 私はふたりにかつがれて ，家に帰りま 
した． 
それから私は 泣いてばかりで ，食事もしないで 泣いていました・すると 私の 
奥方が 鐙 ， 
「あ なたは何をすねておいでなのでしょうか ， どうなさったのでしょう・ 
どこか 痛 V¥ のですか・私がきれいに 料理したものを 召し上がって 下さい」 
と私に言いました・ 
けれども私は 食べる気にもなれずにいました   
1)  lapkar は両手を左右に 広げて舞う男桂の 舞い・ etapkar は，それに合わせて 男性の 
後方について 舞 う 女性の舞い・「はしがき」の「内容について」を 参照   
2@  Puskosanu は破裂した 晋 ， yaskosanu は裂けた昔がすることをい う  
3)  この話ではこの 長者にはまだ 妻がいないはずであ る． しかしこのような 文脈ではよ 
く妻がこの次にあ るような言葉を 言ってなだめるのが 常なので， 語り手はその 習慣に 
従ってついこの 表現を入れたものであ ろう． 
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ところが， あ る晩，私は夢を 見て ", あ の老人がこ う 言いました  
「あ なたのたばこ ， あ なたの酉のお 蔭で，それをみやげに 私は天 へ 行って， 
私のさらに上の 位の神様のところへ 行ったのですけれど ，あ なたが泣いてば 
かりいるので ，あ なたの 涙 ，あ なたの鼻汁が 食器に入って ，私は食事もでき 
ないのですよ・ 
これからほ泣いてはいけません・ 
明日になったら ，私の娘をあ なたの祭壇の 後ろに下ろしますからね  
これからは泣かないで ， r 沼貝の王様を ， おまつりしますよ』と 言ってく 
れるなら，私は 供え物を受け 取ることができるのですよ・ 
あ なたに子供が 生まれたら，私の 娘は私が天に 引き取って， あ なたは人間 
の妻をめとり ， 美しい妻をめとって ， その妻との間にも 子供が生まれたら ， 




朝 になりますと ，火がはじけ とぶ 昔がしました ， 
見 ますと，祭壇の 後ろに，例の 金の家，大きな 家が美しく立っています   
うれしくなって 外へ出て， かしこまって ， その家の中に 入って行きますと ， 
あ のねが愛するお 嬢さんがふたつの 結び目，みっつの 結び目を下げ 下げして 糸 
をつむいでいました 2). 
そこに私が入って 行きますと，彼女は 後ろに下がりました   
私はその前を 通って，彼女の 上座に座りました・ 
彼女は ， こぼ れしばかりにほほえんで ， 
「旦那 様 ，今はもう一緒に 暮らせるのですよ」 
と 言いました・ 
私はオンカさして ，それから私の 父も母もていねいに 顔を洗いました  
l) Lit. 夢を見たから・ 
2)  lu ka-sinkop reka-sinkoprankeranke( ふたつの結び 目，みっつの 結び目を下げ 下 
げする》は，雅語 ( ユーカラ等の 表現 ) で ， 糸をつむぐ様子を 表す・糸をつむぐのに は， 
ホ の皮の繊維を 天井のはりにかけて 両手の指でよっては 下げていく・その 描写であ る・ 
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上等な着物を 着て ， 私の後ろから 来ました・ 
女神様に私はオンカ さ しました・それから 酒を作りました・ 
2 日 3 日だけですが ，酒がおいしくできて ，婚礼の祝い 酒を作って ， それか 
ら 彼女と一緒に 暮らしました・ 
子供がたくさん 生まれました・ 
や っ ぽり神様ですから ， ちょっと暮らすあ いだに子供がふたりも 3 人も生ま 
れましたが， そのうち突然彼女の 、 姿が消えてしまいました・ 
私は名残り惜しく 思いましたが ， 
「なに，神様がおっしゃ つ たとおりになるんだ」 
と思いました・ 
そうしているうちに ， 美しい若い女性が ， ござに荷物を 入れて背負って U, 
やって来ました・ 
それからまた 私は彼女と一緒に 暮らしました・ 
彼女との間に 子供がたくさん 生まれました・ 
人生の半ばで ，私は，病気になったり ， 痛 いにかかったりして ，死ぬらしい 
様子です・ そうだとしますと 私は，沼貝の 王様のところへ 行くのですから ， 
「沼貝の王様をお ま っりしますよ」 
と私の子供たちが 言ってくれれば ，私は供え物を 受け取ることができるのだよ   
と立派な長者が 言いながら亡くなりました・ 
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